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広報

　
市
内
の
郷
土
芸
能
を
一
堂
に
集
め
た
「
第
２
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
」
が
８
月
26
日
、
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、
郷
土
色
豊
か
な
芸
能
の
数
々
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ト
リ
を
と
っ
た
の
は
阿
仁
・
根
子

集
落
に
伝
わ
る
「
根
子
番
楽
」。
牛
若
と
天
狗
の
兵
法
く
ら
べ
を
題
材
に
し
た
演
目
「
鞍
馬
（
く
ら
ま
）」

な
ど
が
演
じ
ら
れ
、
見
せ
場
で
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
４
・
５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

各
保
存
会
が
伝
統
の
舞
を
披
露

第
２
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
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９月定例議会行政報告（その１）

 

総
務
部
関
係

■
総
務
課�

　
７
月
19
日
、
「
第
１
回
権
限
委
譲
研
究

会
」
が
開
催
さ
れ
、
権
限
委
譲
や
業
務
委

託
を
促
進
す
る
た
め
県
及
び
市
の
担
当
者

が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。�

　
平
成
20
年
度
の
職
員
採
用
試
験
（
一
般

上
級
、
初
級
、
初
級
消
防
吏
員
）
の
受
け

付
け
を
８
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
期
間

で
実
施
し
ま
し
た
。
第
１
次
試
験
は
、
９

月
16
日
に
県
町
村
会
の
統
一
試
験
と
し
て

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

■
税
務
課�

　
平
成
18
年
度
の
市
税
の
収
納
状
況
は
、

調
定
額
が
43
億
６
４
５
２
万
３
５
０
円
、

収
入
済
額
が
37
億
９
４
１
３
万
５
６
２
２

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

 

企
画
部
関
係

■
総
合
政
策
課�

　
７
月
31
日
、
地
域
に
住
む
若
者
と
市
長

が
意
見
交
換
を
す
る
「
ヤ
ン
グ
市
民
と
市

長
の
懇
話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

の
財
政
状
況
、
秋
田
内
陸
線
の
存
廃
、
市

民
病
院
建
設
、
企
業
誘
致
な
ど
、
若
者
の

立
場
か
ら
の
疑
問
・
要
望
な
ど
実
生
活
に

密
着
し
た
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
秋
田
県
・
仙
北
市
・
北
秋
田
市
・
上
小

阿
仁
村
・
内
陸
縦
貫
鉄
道（
株
）等
が
参
加

し
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ

ー
ク
ル
）
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
鉄

路
と
道
路
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
Ｄ
Ｍ
Ｖ

は
、
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
地
方
鉄
道

を
含
め
た
地
域
交
通
対
策
の
改
善
に
役
立

つ
も
の
と
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、

試
乗
と
JR
北
海
道
本
社
の
開
発
責
任
者
か

ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。�

■
財
政
課�

　
平
成
19
年
５
月
12
日
か
ら
８
月
10
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
28
件
、
契
約
額
は
６
億
９
６
０
５

万
４
千
円
で
し
た
。�

■
広
報
情
報
課 �

　
本
年
６
月
30
日
で
任
期
の
満
了
と
な
っ

た
「
北
秋
田
市
情
報
公
開
審
査
会
」
及
び

「
北
秋
田
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会
」
の

委
員
は
、
新
た
に
２
年
間
の
任
期
で
、
そ

れ
ぞ
れ
５
名
の
委
員
を
再
任
し
ま
し
た
。�

　
６
月
１
日
を
調
査
日
と
し
て
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
た
「
平
成
19
年
商
業
統
計
調
査
」

は
、
市
内
の
卸
し
・
小
売
業
の
約
６
０
０

事
業
所
を
対
象
に
調
査
を
終
え
ま
し
た
。�

 

市
民
生
活
部
関
係

■
保
険
課 �

　
国
民
健
康
保
険
前
期
高
齢
者
受
給
者
証

の
交
付
者
数
は
２
２
９
０
名
、
老
人
保
健

受
給
者
証
の
交
付
者
数
は
７
４
０
４
名
、

福
祉
医
療
受
給
者
証
の
交
付
者
数
は
４
０

０
４
名
で
す
。
（
８
月
１
日
現
在
）�

■
医
療
推
進
課 �

　
整
地
工
を
主
と
し
た
（
仮
称
）
北
秋
田

市
民
病
院
２
次
造
成
工
事
（
工
期
５
月
２

日
か
ら
12
月
20
日
）
は
順
調
に
進
捗
し
て

お
り
、
工
事
に
伴
う
立
木
の
伐
採
と
そ
の

処
分
も
終
了
し
ま
し
た
。
現
在
、
建
設
工

事
着
工
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
等

鋭
意
作
業
し
て
お
り
、
入
札
、
契
約
と
遺

漏
な
き
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
国
保
合
川
診
療
所
の
今
年
４
月
か
ら
７

月
ま
で
の
外
来
患
者
数
は
４
９
０
５
名
で
、

診
療
収
入
は
前
年
対
比
で
１
７
９
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。�

　
阿
仁
病
院
の
平
成
18
年
度
の
決
算
状
況

は
、
医
業
収
益
及
び
医
業
外
収
益
合
わ
せ

た
病
院
事
業
収
益
総
額
は
６
億
８
２
２
１

万
６
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
６
５
０

７
万
４
千
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。�

■
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
成
人
検
診
事
業
は
、

合
川
、
森
吉
及
び
阿
仁
の
３
地
区
で
は
集

団
検
診
が
終
了
し
、
受
診
状
況
は
、
基
本

健
康
診
査
２
５
８
３
名
、
胃
が
ん
検
診
１

２
４
３
名
、
胸
部
総
合
検
診
２
４
３
１
名
、

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
２
３
０
名
、
喀
痰
検

査
47
名
、
子
宮
頚
部
・
卵
巣
が
ん
検
診 

３

３
８
名
、
大
腸
が
ん
検
診
２
５
２
２
名
、

乳
が
ん
検
診
３
１
０
名
、
前
立
腺
が
ん
検

診
８
２
８
名
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
１
６

０
名
で
、
鷹
巣
地
区
は
現
在
実
施
中
で
す
。�

■
生
活
環
境
課 �

　
６
月
３
日
、
大
館
・
北
秋
田
地
区
水
防

訓
練
が
米
代
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
、
有

事
を
想
定
し
た
水
防
工
法
等
の
訓
練
を
鷹

巣
・
森
吉
支
団
が
参
加
し
実
施
し
ま
し
た
。�

　
新
規
格
の
市
指
定
ご
み
袋
は
、
７
月
上

旬
か
ら
市
内
各
小
売
店
で
販
売
開
始
さ
れ

ま
し
た
。�

�

　
平
成
19 
年
９
月
定
例
議
会
は
、８
月
31
日
に
開
会
、 20
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。議
会
初
日
に
は
、行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、ま

た
11 
日
、12 
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
後
、各
常
任
委
員
会
で
付

託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、 20
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。今
号
と
次
号

の
２
回
に
わ
た
り
９
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
定
例
議
会�

行

政

報

告

�

（１）
�

▲（仮称）北秋田市民病院２次造成工事は工

期を12月20日とし、順調に進められています。
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福
祉
事
務
所
関
係�

■
福
祉
課 �

　
８
月
１
日
現
在
の
生
活
保
護
世
帯
数
は

３
２
５
世
帯
４
３
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
戦
後
62
年
目
を
迎
え
た
戦
没
者
追
悼
式

が
、
遺
族
２
３
６
名
参
加
の
も
と
、
そ
れ

ぞ
れ
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
７
月
12
日
、
第
57
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
集
会
と
パ
レ
ー
ド
が
19
団
体
２

７
０
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
啓

蒙
活
動
を
行
い
ま
し
た
。�

　
５
月
16
日
、
少
子
化
対
策
と
し
て
「
北

秋
田
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
委
員
会
」
の
委
員
20

名
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、
会
長
に
和
田
テ

ヱ
子
氏
（
鷹
巣
町
商
工
会
女
性
部
長
）
を

互
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
19
日
に
北

欧
の
杜
公
園
で
第
１
回
「
男
と
女
の
出
会

い
の
Ｂ
ａ
―
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
」
を
開
催

し
、
市
外
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
44
名
が

集
い
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。�

■
高
齢
者
支
援
課�

　
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業
「
食

の
自
立
支
援
事
業
」
の
一
部
を
地
域
支
援

事
業
の
「
配
食
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
に
移
行
し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
た
高
齢
者
世
帯
の
安
否
確
認
と
見
守
り

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
現
在
１
６
６
名
の
登
録
利
用
者
が
い

る
同
支
援
事
業
は
１
３
６
名
が
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。�

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
介
護
予
防
事

業
の
状
況
は
、
７
月
末
現
在
、
森
吉
、
阿

仁
地
区
の
該
当
者
は
１
４
９
名
で
、
内
39

名
に
運
動
器
の
機
能
向
上
、
栄
養
改
善
、

口
腔
機
能
向
上
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
包
括
的
支
援
事
業
は
、

７
月
末
現
在
、
電
話
・
来
所
・
訪
問
等
に

よ
る
相
談
は
延
べ
７
２
５
件
、
虐
待
を
含

む
権
利
擁
護
も
１
４
６
件
含
ま
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
対
応
し
て
い
ま
す
。�

 

産
業
部
関
係�

■
商
工
観
光
課 �

　
７
月
14
日
、
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大

会
が
米
代
川
河
川
敷
公
園
で
開
催
さ
れ
、

鮮
や
か
な
花
火
が
約
２
万
人
の
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、「
阿
仁
の
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
（
７

月
１
日
〜
15
日
）」
に
は
約
６
千
人
、「
合

川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
（
７
月
22
日
）」
に

は
約
４
千
人
、
「
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火

ま
つ
り
（
８
月
７
日
）
」
に
は
約
１
万
人
、

「
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
と
合
川
ま
と
火

（
８
月
14
日
）
」
に
は
約
６
千
人
、
「
阿

仁
の
花
火
と
灯
篭
流
し
（
８
月
16
日
）
」

に
は
２
万
人
の
入
込
客
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
は
、
８
月
末

ま
で
に
「
空
き
店
舗
等
利
活
用
事
業
」
を

活
用
し
、
２
件
が
新
た
に
承
認
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
で
は
現
在
ま
で
述
べ
総
数
で
15
店
舗
が

新
規
に
開
設
し
て
い
ま
す
。�

　
８
月
１
日
、
都
内
に
お
い
て
秋
田
県
企

業
誘
致
推
進
協
議
会
主
催
の
「
秋
田
県
・

県
内
市
町
村
と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
に
誘
致
済
み
企
業
本

社
、
親
会
社
の
代
表
な
ど
が
出
席
し
意
見

交
換
を
行
い
、
企
業
誘
致
の
今
後
に
つ
い

て
の
多
く
の
参
考
情
報
が
得
ら
れ
ま
し
た
。�

　
８
月
２
日
、
市
主
催
の
「
平
成
19
年
度

北
秋
田
市
企
業
立
地
協
力
推
進
委
員
懇
談

会
」
を
開
催
し
、
県
職
員
を
講
師
に
企
業

誘
致
戦
略
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。�

■
農
林
課
関
係�

　
今
年
度
の
あ
き
た
こ
ま
ち
の
出
穂
期
（
圃

場
全
体
の
出
穂
50
％
）
は
８
月
３
日
で
平

年
よ
り
２
日
早
く
、
草
丈
は
短
め
、
茎
数

は
平
年
並
み
の
生
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
害
虫
に
つ
い
て
も
、
い
も
ち
病
の
発

生
が
一
部
圃
場
で
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
平

年
と
比
較
し
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
き
ゅ
う
り
は
、
定
植
か
ら
天
候
に
恵
ま

れ
生
育
は
順
調
で
、
７
月
末
で
収
量
・
単

価
と
も
対
前
年
比
１
２
５
％
ほ
ど
の
増
、

ト
マ
ト
は
、
収
量
・
単
価
と
も
平
年
並
み

に
推
移
し
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
生
育

も
順
調
で
近
年
に
な
い
高
値
の
販
売
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
野
菜
も
全
体
的

に
生
育
も
良
く
、
収
量
・
単
価
と
も
平
年

並
み
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
森
林
施
業
計
画
は
、
旧
町
の
計
画
に
基

づ
き
施
業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
７

月
21
日
を
も
っ
て
旧
合
川
町
の
施
業
計
画

が
終
期
と
な
り
、
新
た
に
市
森
林
施
業
計

画
（
５
ヵ
年
）
の
策
定
を
行
い
、
７
月
17

日
に
県
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。�

　
松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
は
、
昨
年
度

か
ら
伐
倒
駆
除
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
現
在
ま
で
88
本
が
確
認
さ
れ
県

に
サ
ン
プ
ル
調
査
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
広
範
囲
に
被
害
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。�

�

９月定例議会行政報告（その１）

▲犯罪や非行防止について啓蒙活動を行なっ

た社会を明るくする運動パレード。

▲

近
年
に
な
い
高
値
の
販
売
と
な
っ
て
い
る

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン



　
本
市
に
は
、鷹
巣
地
区
か
ら
阿
仁
地
区
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
個
性
豊
か
な
郷
土
芸
能
が
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
般
に
は
地
区
の
祭
典

や
お
盆
の
時
期
、集
落
内
で
公
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
他
地
区
の
住
民
が
目
に
す
る
機
会
が
少

な
い
の
が
現
状
。ま
た
、後
継
者
不
足
な
ど
の
理

由
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ
た
芸
能
も
多
く
保
存
・
伝

承
が
課
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
大
会
は
、市
内
で
演
じ
ら
れ

て
い
る
芸
能
を
一
堂
に
集
め

て
市
民
に
公
開
し
、民
俗
芸
能

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、保

存
・
伝
承
に
つ
な
げ
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た

も
の
で
、第
２
回
公
演
に
は
、

竜
森
郷
土
芸
能
保
存
会（
鷹
巣

地
区
）、綴
子
大
太
鼓
保
存
会（
同
）、

李
岱
駒
踊
り
会
（
合
川
地
区
）、

上
杉
大
名
行
列
保
存
会（
同
）、阿
仁
前
田
獅
子
踊

り
保
存
会（
森
吉
地
区
）、熊
野
神
社
餅
搗
踊
り
保

存
会（
同
）、根
子
番
楽
保
存
会（
阿
仁
地
区
）の
７

団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。�

�
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
登
場
し
た
の
は
、七
日
市
・

上
舟
木
集
落
に
伝
え
ら
れ
て
い
る「
上
舟
木
駒
踊

り
」。現
在
は
後
継
者
難
か
ら
、周
辺
集
落
を
交
え

た
竜
森
地
区
の
有
志
で
作
る
竜
森
郷
土
芸
能
保

存
会（
相
馬
鉄
郎
会
長
）が
保
存
・
伝
承
に
努
め

て
い
ま
す
。戦
国
時
代
、合
戦
で
戦
う
騎
馬
の
様

子
を
表
現
し
た
と
い
わ
れ
る
激
し
い
踊
り
を
子

ど
も
と
大
人
、そ
し
て
お
囃
子
が
一
体
と
な
っ
て

披
露
し
、観
衆
を
素
朴
で
多
彩
な
郷
土
芸
能
の
世

界
に
引
き
込
み
ま
し
た
。�

�

　
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る「
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り
」は
、佐
竹
義
宣
公
が
水

戸
か
ら
秋
田
へ
国
替
え
と
な
っ
た
と
き
、家
臣
た

第
２
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会�

（
表
紙
か
ら
続
く
）昨
年
に
引
き
続
き
、８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２

回
大
会
で
は
、鎌
倉
時
代
に
起
源
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
綴
子
の
獅
子
踊

り
な
ど
、各
地
区
・
集
落
か
ら
７
団
体
が
出
演
し
、伝
統
の
舞
や
妙
技
を

満
場
の
観
衆
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

▼奴踊りと獅子踊りを披露した綴子大太鼓保存会。躍動

感にあふれる下町の獅子踊りは、雄獅子、雌獅子の子獅

子探しの所作を演じているといわれています

▲
県
民
俗
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る「
阿
仁
前
田
獅

子
踊
り
」。獅
子
踊
り
の
ほ
か
、

参
勤
交
代
を
模
し
た
行
列
、駒

踊
り
、棒
使
い
と
、一
連
の
演

目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

阿
仁
前
田
獅
子
踊
り

阿
仁
前
田
獅
子
踊
り

保
存
会
に
よ
る

保
存
会
に
よ
る「
棒
使
い
」

「
棒
使
い
」

阿
仁
前
田
獅
子
踊
り

保
存
会
に
よ
る「
棒
使
い
」

綴子下町獅子踊り

阿仁前田獅子踊り

　広報きたあきた　19．９．16  ４�

ち
が
考
案
し
た
道
中
芸
が
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
、前

田
集
落
で
は
若
勢
た
ち
に
よ
り
藩
政
時
代
の
中

ご
ろ
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
踊
り
は
参
勤
交
代
を
模
し
た
行
列
か
ら
始
ま

り
、獅
子
踊
り
、奴
踊
り
、駒
踊
り
と
続
き
、締
め

く
く
り
に「
棒
使
い（
ヤ
チ
ハ
ラ
イ
＝
野
次
払
い
）」

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。通
し
公
演
で
は
さ
ら
に
万

歳
と
神
楽
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。将
来
の
後
継
者
と
な
る
前
田
小
学
校
の
児
童

も
各
場
面
で
さ
っ
そ
う
と
演
技
を
決
め
、大
き
な

拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。�

�

　
こ
の
ほ
か
、各
地
区
で
数
百
年
に
わ
た
り
脈
々

と
継
承
さ
れ
て
き
た
獅
子
、奴
、駒
踊
り
や
、国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
根

子
番
楽
な
ど
、普
段
は
集
落
の
外
で
演
じ
ら
れ
る

こ
と
の
少
な
い
芸
能
が
３
時
間
半
に
わ
た
り
披

露
さ
れ
、観
衆
は
懐
か
し
く
郷
土
色
豊
か
な
芸
能

の
数
々
を
た
っ
ぷ
り
と
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。 �

��

▲
各
地
区
の
駒
踊
り
。駒
踊
り
は
、戦
国
時

代
の
騎
馬
武
者
の
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
、

激
し
い
動
き
の
振
り
付
け
が
特
徴
。駒（
馬
）

が
整
然
と
行
進
す
る
様
子
、合
戦
で
奮
闘

す
る
様
子
な
ど
が
演
じ
分
け
ら
れ
ま
す

　
源
氏
の
遺
臣
あ
る
い
は
平
家
の
落
人
た
ち
が

根
子
集
落
に
移
り
住
ん
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
芸
能
。現
在
で
は
、九
つ

の
演
目
が
舞
い
継
が
れ
て
い
ま
す

　（
写
真
の
演
目
は「
曽
我
兄
弟
」。曽
我
兄
弟
が

仇
討
ち
の
た
め
に
修
業
に
努
め
る
武
士
舞
の
一

つ
。リ
ズ
ミ
カ
ル
な
お
囃
子
に
合
わ
せ
た
軽
快
な

動
き
が
特
徴
）�

▲

　米内沢・横町に約４００年前から伝わるユニークな踊り。
もとは未婚の男性が女装して踊っていたそうです。踊りで
搗かれた餅を食べると、歯痛が止むとか、夏負けしないと
いわれています

根子番楽

熊野神社餅搗き踊り

上杉駒踊り 上舟木駒踊り

李岱駒踊り
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�

いよいよ開幕！�

バレーボール�山岳（縦走）�

山岳（クライミング）�

アーチェリー�

AKITA
WAKASUGI
KOKUTAI

フェンシング�

大館
能代空港
大館

能代空港

北欧の杜公園北欧の杜公園

旧森吉スキー場旧森吉スキー場

105

285

ＪＲ
奥羽
本線

アーチェリー

米内沢

阿
仁
前
田

阿
仁
合

合
川

森吉支所森吉支所
★

山岳（クライミング）

森吉山特設コース�

山岳（縦走）

9月30日～10月1日

至大館市

鷹ノ
巣

バレーボール
鷹巣体育館�

北秋田市役所本庁舎北秋田市役所本庁舎★

10月5日～10月8日

フェンシング
合川体育館�

10月5日～10月9日

北秋田市で行われる競技の日程�

バレーボール�

フェンシング�

山岳（縦走）�

山岳（クライミング）�

アーチェリー�

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９30
9/ 10/

1

★ ★ ★★

★★ ★ ★★

★ ★★

★ ★★

★★

期日
競技 （日）（月）（火）（水）（木）（金）（土）（日）（月）（火）

総合開会式　９月２９日（土）
総合閉会式　１０月９日（火）

県立中央公園陸上競技場] （秋田市雄和）

森吉山特設コース

森吉スポーツ公園

阿仁吉田特設アーチェリー競技場

鷹巣体育館鷹巣体育館

森吉山特設コース

森吉スポーツ公園

阿仁吉田特設アーチェリー競技場

会場案内図（略図）�

合川体育館合川体育館

■
開
幕
ま
で
あ
と
２
週
間
！�

　
各
競
技
の
日
程
と
会
場
、
参
加
チ
ー

ム
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

会
場
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
詳
細

は
、
今
号
で
は
山
岳
競
技
、
次
号
で
他

の
３
競
技
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

【
山
岳
】�

▽
縦
走
競
技
（
９
月
３０
日
〜
１０
月
１
日
）

森
吉
山
特
設
コ
ー
ス
▽
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
（
９
月
３０
日
〜
１０
月
２
日
）
森
吉

ス
ポ
ー
ツ
公
園�

【
成
年
女
子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】�

（
１０
月
５
日
〜
８
日
）
鷹
巣
体
育
館
／
参

加
チ
ー
ム
＝
秋
田
県
（
Ｔ
Ｄ
Ｋ
）
ほ
か

９
チ
ー
ム�

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】�

（
１０
月
５
〜
９
日
）
合
川
体
育
館
／
参
加

チ
ー
ム
＝
フ
ル
ー
レ
、
エ
ペ
、
サ
ー
ブ

ル
３
種
目
の
成
年
男
女
・
少
年
男
女
合

わ
せ
て
計
１
０
１
チ
ー
ム�

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
】�

（
１０
月
５
日
〜
７
日
）
阿
仁
吉
田
特
設
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
場
／
参
加
チ
ー
ム
＝

成
年
男
女
各
２４
チ
ー
ム
、
少
年
男
女
各

１４
チ
ー
ム
の
計
７６
チ
ー
ム�

■
お
問
い
合
わ
せ�

　
国
体
推
進
室
　
a

６０-

１
６
０
１�

山岳9/30～、他３競技10/5～�

　
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
第
62
回
国
民
体
育
大
会
「
秋
田

わ
か
杉
国
体
」
の
開
幕
ま
で
あ
と
２
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
９
月
30
日
か
ら
山
岳
競
技
を
皮
切
り
に
、
４
競

技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
参
加
す
る
選
手
へ
の
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

至能代市

吉田特設アーチェリー競技場�
10月5日～10月7日

森吉スポーツ公園�
9月30日～10月2日

観戦と応援をお願いします！�

　広報きたあきた　19．９．16  ６�　広報きたあきた　19．９．16　�７�

Ｐ�

秋田内陸線

●野球場
国道
２８５号

至阿仁

●森吉幹部交番

★

ガソリン
スタンド

●

森吉支所●

●野球場★

●支所

会場

米内沢
総合病院

●
●

バス乗降所

ゴール

リ
フ
ト

リ
フ
ト

旧
森
吉
ス
キ
ー
場

ゲ
レ
ン
デ

縦
走
コ
ー
ス
と
会
場
周
辺
略
図

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
会
場
と
付
近
略
図

Ｓ

Ｐ�

スタート

Ｇ

至様田

こめつが山荘�

コース�

バス乗降所�

ロッヂ�
森吉�

立
ち
入
り
禁
止
区
域�

←�

←�

←�

↑
森
吉
山
頂�

●�

車両通行止め区間
（１０：００～１１：３０）

９月30日（日）
成年男子

10:30スタート

10月１日（月）
成年女子・少男・少女
10:30スタート

９月30日（日）� 10月１日（月）� 10月２日（火）�
10:00～
11:35～
14:40～

10:10～ 10:10～
11:10～
13:15～
15:20～

少女
少男
成女

少女
成女
少男
成男

成男

クライミング競技�《日程と会場》�
�

縦走競技�《日程と会場》�
�会場＝森吉山特設コース�

�

■
「
縦
走
」「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」の
２
種
目
で

競
う
山
岳
競
技�

　
国
体
で
行
わ
れ
る
山
岳
競
技
は
、決
め

ら
れ
た
地
点
か
ら
一
定
の
重
量
の
荷
物

を
背
負
い
、い
か
に
早
く
ゴ
ー
ル
す
る
か

を
競
う「
縦
走
競
技
」と
人
工
の
岩
壁
を

決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
自
分
の
手
足
の

み
で
登
り
、そ
の
到
達
高
度
を
競
う「
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
」の
２
種
目
の
合
計
点

で
競
わ
れ
ま
す
。�

　
参
加
す
る
の
は
、成
年
男
子
が
47
チ
ー

ム
。少
年
男
子
が
16
チ
ー
ム
。成
年
女
子

と
少
年
女
子
が
そ
れ
ぞ
れ
15
チ
ー
ム
。競

技
は
３
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、縦
走
と

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
２
人
、う
ち
１
人
が
両

方
に
出
場
し
ま
す
。�

■
本
市
か
ら
は
３
人
が
出
場�

　
本
市
か
ら
は
、成
年
女
子
に
吉
田
麻
衣

子
さ
ん（
秋
田
県
体
育
協
会
・
川
井
）、少

年
女
子
に
鷹
巣
高
校
の
吉
田
里
美
さ
ん

（
３
年
・
米
内
沢
）と
畠
山
菜
都
美
さ
ん

（
２
年
・
綴
子
）の
３
人
が
出
場
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。�

■
両
競
技
の
見
ど
こ
ろ�

　
縦
走
は「
登
山
」の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異

な
り
、い
わ
ば「
重
り
を
背
負
っ
て
山
を

走
り
、指
定
時
間
内
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

マ
ラ
ソ
ン
」。１
０
０
分
の
指
定
時
間
内
を

上
限
に
延
長
７
・
２
㎞
、高
度
差
６
０
１

ｍ
の
コ
ー
ス
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。�

　
ス
タ
ー
ト
地
点
は
妖
精
の
森
駐
車
場

付
近
。ゴ
ー
ル
は
旧
森
吉
ス
キ
ー
場
リ
フ

ト
山
頂
駅
舎
付
近
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
一
方
、ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
は
、ビ
ル

３
階
に
相
当
す
る
逆
勾
配
の
約
15
ｍ
の

人
工
の
壁
を「
ホ
ー
ル
ド
」と
い
う
人
工

の
手
が
か
り
、足
が
か
り
を
利
用
し
て
よ

じ
登
り
、限
ら
れ
た
時
間
内（
予
選
６
分
、

決
勝
７
分
）で
到
達
高
度
を
競
い
ま
す
。�

　
ど
の
ル
ー
ト
を
登
る
か
の
判
断
力
が

勝
敗
の
カ
ギ
と
な
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
競

技
で
す
。�

　
競
技
は
、軽
快
な
音
楽
を
背
景
に
、Ｄ

Ｊ（
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
）に
よ
る
紹

介
で
選
手
が
登
場
す
る
独
特
の
ム
ー
ド

の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。�

■
山
岳
競
技
を
応
援
す
る
方
の
た
め
に

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行�

　
応
援
さ
れ
る
方
用
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

【
行
き
】

森
吉
支
所
発
‥
‥
‥
‥
‥
８
時
45
分

縦
走
会
場
着
‥
‥
‥
‥
‥
９
時
30
分

【
帰
り
】

縦
走
会
場
発
‥
‥
‥
‥
‥
11
時
00
分

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
会
場
着
‥
11
時
45
分�

�

妖精の森

【
縦
走
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
】

　
縦
走
会
場
は
、旧
森
吉
ス
キ

ー
場
周
辺
の
道
路
と
ゲ
レ
ン
デ

に
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。阿
仁
前
田
か
ら
は
、車
で
約

20
分
。大
会
当
日
は
、周
辺
の
道

路
が
コ
ー
ス
と
重
な
る
た
め
、

車
両
乗
り
入
れ
が
規
制
さ
れ
ま

す
の
で
、午
前
10
時
前
に
会
場

に
お
入
り
く
だ
さ
い
。全
選
手

通
過
後
に
規
制
解
除
と
な
り
ま

す
。

交通規制区間
（７：３０～１８：００）
交通規制区間
（７：３０～１８：００）

山岳競技観戦ガイド�

国
道
１
０
５
号

バ
イ
パ
ス

クライミング会場
（森吉総合運動公園）
クライミング会場
（森吉スポーツ公園）

会場＝森吉スポーツ公園（森吉支所裏）�

※
会
場
周
辺
の
一
部
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す（
略
図
参
照
）

よないざわ
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防災訓練�敬老式�

　
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
と
市
が

主
催
の
防
災
訓
練
が
２
日
、
米
内
沢
駅
前

を
中
心
に
、
消
防
団
員
や
地
域
住
民
、
関

係
者
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
し
て
、
有
事

に
備
え
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。�

　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊�

　
訓
練
は
、
午
後
１
時
に
震
度
６
弱
の
直

下
型
地
震
が
発
生
し
、
火
災
や
家
屋
の
倒

壊
、
強
風
に
よ
る
被
害
拡
大
が
あ
る
と
の

想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
米
内
沢
駅
前
周
辺
で
は
福
祉
施
設
で
火

災
が
発
生
、
消
防
隊
が
到
着
す
る
ま
で
地

域
住
民
ら
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初
期

消
化
活
動
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
駅
前
で
は

大
型
バ
ス
と
乗
用
車
が
正
面
衝
突
。
現
地

に
現
場
指
揮
本
部
と
救
護
所
を
設
置
し
、

バ
ス
の
乗
客
と
乗
用
車
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
運
転
手
を
救
出
・
救
護
す
る
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
火
災
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
の
水
幕
ホ
ー
ス
、
阿
仁
川
で
溺

れ
た
２
名
を
救
助
す
る
た
め
に
、
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
な
ま
は
げ
」
で
の
救
出
訓

練
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
の

少
な
い
救
助
活
動
に
住
民
は
真
剣
な
表
情

で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
閉
会
式
で
は
、
統
監
を
務
め
た
岸
部
市

長
が
「
地
域
の
方
々
も
多
数
参
加
い
た
だ

き
有
意
義
で
、
内
容
の
濃
い
訓
練
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
本
日
の
訓
練
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
有
事
に
備
え
お
互
い
に
協
力

し
あ
い
防
災
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
対
策
へ
の
理
解
を
求
め

ま
し
た
。 �

有
事
に
備
え
防
災
訓
練

県
防
災
協
会
大
館
支
部
防
災
訓
練

▲火災発生時は、消防隊が到着するまで

住民による初期消火活動が効果的です。

　
台
風
や
地
震
、
火
災
と
、
災
害
は

い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、
あ
わ
て

ず
に
情
報
を
正
し
く
確
認
、
伝
達
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
日
頃
の
備
え
や
避
難
場

所
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

　
避
難
場
所
な
ど
防
災
全
般
に
つ
い

て
は
、
各
支
所
の
防
災
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
◆
生
活
環

境
課
62-

１
１
１
０
／
合
川
支
所
78-

２
１
１
３
／
森
吉
支
所
72-

３
１
１

５
／
阿
仁
支
所
82-

２
１
１
３�

有
事
の
際
に
は
あ
わ
て
ず
に
行
動
を

いつま
でもお元気で　　　祝　　いつま
でもお元気で　敬　祝　老

　
市
の
敬
老
式
が
、
各
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
祝
芸
や
演
芸

な
ど
で
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。�

　
今
年
の
市
全
体
の
対
象
者
（
75
歳
以
上
・
７
月
１
日
現
在
）

は
、
７
４
９
９
名
で
、
鷹
巣
３
４
４
６
名
、
合
川
１
４
９
３
名
、

森
吉
１
４
９
２
名
、
阿
仁
１
０
６
８
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
、
９
月
４
日
、
合
川
体
育
館
で
行
わ
れ
た
合
川
地

区
敬
老
式
典
で
は
、
岸
部
市
長
が
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
寿

を
保
ち
、
地
域
や
社
会
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
さ
れ
、
生
き
生
き
と

生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
お
祈
り
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
参
加
者
を
代
表
し
て
、
今
年
か
ら
敬
老
の
仲
間
入
り
を
し
た

和
田
勇
治
さ
ん
（
上
杉
）
が
「
今
日
は
私
達
の
た
め
に
敬
老
式

を
開
い
て
頂
き
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
老
い
と
は
衰
弱

で
は
な
く
成
熟
す
る
こ
と
、
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
噛
み
し
め
て

生
き
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
９
月
６
日
に
阿
仁
体
育
館
で
行
わ
れ
た
阿
仁
地
区
敬

老
式
で
は
、
式
典
後
、
演
舞
や
保
育
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
記
念
の
一
日
を
楽
し
み
、

健
康
と
長
寿
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。�

　
参
加
者
を
代
表
し
「
老
い
と
は

成
熟
す
る
こ
と
」
と
あ
い
さ
つ
す

る
和
田
勇
治
さ
ん
（
合
川
会
場
）

　
演
舞
や
保
育
園
児
に
よ
る
お
遊

戯
な
ど
様
々
な
余
興
で
楽
し
み
ま

し
た
（
阿
仁
会
場
）

▼
▼
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開
催
日
は
６
月
15
日
に
決
定
　

　
　
　
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭 �

　�　
８
月
29
日
、
東
京
都
で
開
か
れ
た
（
社
）
国
土

緑
化
推
進
機
構
の
理
事
会
に
お
い
て
、
第
59
回
全

国
植
樹
祭
の
開
催
日
が
６
月
15
日
（
日
）
に
決
定

し
、
市
で
は
市
役
所
本
庁
舎
に
垂
れ
幕
を
掲
げ
て

開
催
日
決
定
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊�

　
全
国
植
樹
祭
は
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
国
土
の
復

興
を
め
ざ
し
て
昭
和
25
年
に
始
ま
り
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
や
全
国
各
地
か
ら
の
参

加
者
に
よ
る
記
念
植
樹
等
を
通
じ
て
、
国
民
の
森

林
に
対
す
る
愛
情
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
国
の
一
大
行
事
。�

　
植
樹
祭
の
運
営
主
体
は
秋
田
県
で
す
が
、
本
市

で
の
開
催
が
一
昨
年
11
月
に
決
定
し
た
こ
と
を
受

け
、
市
で
は
来
春
の
開
催
に
向
け
行
政
機
関
や
林

業
関
係
者
、
市
民
な
ど
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
（
会

長
：
岸
部
市
長
）
を
設
立
。
県
と
の
連
携
の
も
と
、

植
樹
祭
の
成
功
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。�

　
ま
た
、
全
国
植
樹
祭
が
本
県
で
開
催
さ
れ
る
の

は
昭
和
43
年
（
第
19
回
）
の
仙
北
市
（
旧
田
沢
湖

町
）
以
来
40
年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
ま
す
。�

　
決
定
を
受
け
て
岸
部
市
長
は
「
地
元
の
市
と
し

て
、
開
催
当
日
ま
で
種
々
の
行
事
の
中
で
植
樹
祭

の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
植
樹
祭

が
北
秋
田
市
を
全
国
に
発
信
す
る
機
会
と
捉
え
、

全
市
を
あ
げ
て
成
功
の
た
め
取
り
組
ん
で
行
く
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、
開
催
日
決
定
セ
レ
モ
ニ
ー
は
同
時
刻
、

県
庁
正
面
玄
関
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
県
実
行
委
員
会
で
は
今
後
の
予
定
と
し
て
秋
田

わ
か
杉
国
体
終
了
後
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
こ
の
春
に
続
き
「
全
国
植
樹
祭
記
念
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
11
月
に
は

全
国
植
樹
祭
の
実
施
本
部
を
設
置
、
実
施
計
画
を

立
て
な
が
ら
植
樹
祭
本
番
に
備
え
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

■
今
後
の
主
な
日
程
は
次
の
と
お
り

10
月
12
日
〜
22
日
▽
秋
田
県
国
際
木
彫
シ
ン
ポ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
ウ
ム
大
会

10
月
13
日
〜
14
日
▽
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
27
日
〜
28
日
▽
北
秋
田
市
第
２
回
産
業
祭

11
月
　
　
　
　
　
▽
第
59
回
全
国
植
樹
祭
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　
一
般
公
募
開
始
・
実
施
本
部
設
置

１
月
　
　
　
　
　
▽
実
施
計
画
策
定

２
月
　
　
　
　
　
▽
第
58
回
全
国
植
樹
祭
特
別
委

　
　
　
　
　
　
　
員
会
（
「
実
施
計
画
」
承
認
）

３
月
　
　
　
　
　
▽
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　�

�

第59回全国植樹祭�市長日誌�

◇
８
月
16
日
〜
31
日

20
日
（
月
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合

　
　
　
　
　
の
正
副
管
理
者
会
議
、
議
会
、
議
会
全
員
協
議

　
　
　
　
　
会
に
出
席
（
森
吉
支
所
）

21
日
（
火
）
▽
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
に
出
席
（
市
交
流
セ
ン
タ
ー
）

22
日
（
水
）
▽
北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
第
７
回
建
設
委

　
　
　
　
　
員
会
に
出
席
（
秋
田
市
）

23
日
（
木
）
▽
秋
田
県
消
防
広
域
化
計
画
検
討
（
秋
田
市
）

24
日
（
金
）
▽
県
道
二
ツ
井
森
吉
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　
　
　
総
会
に
出
席
▽
森
吉
山
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同

　
　
　
　
　
盟
会
総
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

26
日
（
日
）
▽
第
２
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
に
出
席
（
市
文
化
会
館
）

27
日
（
月
）
▽
定
例
記
者
会
見
を
実
施
（
庁
舎
大
会
議
室
）

　
　
　
　
　
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理

　
　
　
　
　
者
会
議
に
出
席
（
米
内
沢
病
院
）

28
日
（
火
）
▽
「
故
宮
澤
喜
一
」
内
閣
・
自
由
民
主
党
合
同

　
　
　
　
　
葬
儀
に
出
席
（
東
京
都
）

29
日
（
水
）
▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会
に
出

　
　
　
　
　
席
（
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
）

30
日
（
木
）
▽
東
北
電
力
㈱
「
森

　
　
　
　
　
吉
発
電
所
建
設
所
」

　
　
　
　
　
修
祓
式
・
開
所
式
に

　
　
　
　
　
出
席
（
同
所
・
四
季

　
　
　
　
　
美
館
）
▽
北
秋
田
市

　
　
　
　
　
上
小
阿
仁
村
病
院
組

　
　
　
　
　
合
正
副
管
理
者
会
議

　
　
　
　
　
及
び
議
会
に
出
席
　

　
　
　
　
　
（
米
沢
病
院
）

31
日
（
金
）
▽
平
成
19
年
北
秋
田

　
　
　
　
　
市
議
会
９
月
定
例
会

　
　
　
　
　
本
会
議
（
初
日
）

　
31
日
に
開
会
し
た
９
月
定
例�

会
で
答
弁
す
る
岸
部
市
長

▼

市
長
日
誌

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
日
が
決
定
し
、�

市
庁
舎
前
に
垂
れ
幕
を
掲
げ
ま
し
た
。

▼
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MANABI NO HIROBA

学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

清流でカジカ捕りに挑戦�
阿仁公民館三枚分館「ふるさとに親しむ交流の集い」

婦人会員同士交流を深める�
平成19年度「合川婦人祭」 

親子で楽しくクッキング�
中央公民館公開講座『夏休み 親子クッキング講座』  

　阿仁公民館三枚

分館では、８月14日、

お盆の帰省客を対

象に、「ふるさとに

親しむ交流の集い」を

新土倉橋川原で行いま

した。�

　今年で２回目となる交流の集い、昨年も参加された方々

からまた計画してほしいとの要望があり、地域の皆さ

んの協力で盛大に行うことができました。朝から気温

がうなぎ昇りで川遊びには絶好のこの日、子供達は清

流で泳ぎや箱メガネを使ってカジカ捕りに挑戦…中に
は一人で数十匹も捕まえた子もおり、時間の経つのも

忘れて楽しんでいました。�

�

　「合川婦人祭」が８月19日、合川農村環境改善セン

ターで開催され、参加した約160人の会員が交流と学

習を深めました。�

　総会の後、秋田看護福祉大学教授の山内久子氏に

よる『糖尿病って本当にこわい病気？』と題した講演

会が、また午後には日赤秋田県支部事業推進係長の

稲岡一枝氏による認知症についての講習会が行われ

ました。�

　参加者は、和食中心の食事や無理のない運動で糖

尿病が防げること、また認知症は、予防で発症を遅ら

せることもできる病気であることから、認知症の人

の不安な状態を理解し対応することが大切であるこ

となどを学び、病気への認識を深めました。�

�

　中央公民館では、親子で楽しく調理を体験してもら

おうと、８月23日、同講座を開催しました。�

　鷹巣地区の幼稚園から小学５年生までの子供と保護

者９組２１人が参加し、タンドリー・チキン、トマトサ

ラダ、バナナケーキの３品を作りました。�

　タンドリー・チキンは骨付き鶏肉と調味料を手で混

ぜ合わせ、バナナケーキもバナナを手でちぎったりと、

手を使った料理が多く、子供たちはお母さんたちに手

つだってもらいながら楽しそうに調理していました。

　また、様々な形のおにぎりも作り、出来上がった料理

を美味しそうに食べていました。�

　参加者たちは初対面でも協力して調理することで、

交流を深める機会にもなりました。�

▼

　
専
門
家
に
よ
る
講
習
会
な
ど
で
、病

気
へ
の
認
識
を
深
め
た
合
川
婦
人
祭

▼

　
川
遊
び
な
ど
で
ふ
る
さ
と
の
よ
さ

を
満
喫
し
た
帰
省
客
の
皆
さ
ん

▼

　
お
い
し
い
料
理
が
で
き
た
か
な
？

「
夏
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
」

�
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LIBRARY　INFORMATION

パソコンで表計算に挑戦�
森吉公民館「パソコン教室（エクセル初級）」

　８月29日から31日までの３日間、森吉コミュニティ

センターでパソコン教室が開催されました。�

　今回の教室には10人の受講生が参加し、公民館職員

を講師に、表計算ソフト「エクセル」を使って、表の作成

や表計算の基礎を学びました。�

　この教室は受講希望者が多く、６月から毎月１～２

回開催しています。公民館では、学んだ知識を今後の生

活や仕事に生かしてほしいと考えています。�

�

▲表計算の基礎を学んだ森吉公民館パソコン教室

平
成
19
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労

者
表
彰
及
び
奨
励
賞
受
賞
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て�

　
本
市
の
芸
術
文
化
活
動
振
興
を
図
る
た
め
、芸
術
各

分
野
に
お
い
て
意
欲
あ
る
創
作
活
動
を
行
い
、地
域
の

芸
術
文
化
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
及
び
団
体
に
対
し
、

功
労
者
表
彰
を
授
与
し
ま
す
。�

　
ま
た
、優
秀
な
作
品
を
発
表
し
、優
れ
た
業
績
を
収
め

た
方
及
び
団
体
に
対
し
、奨
励
賞
表
彰
を
授
与
し
ま
す
。�

　
表
彰
式
は
、11
月
２
日（
金
）に
、北
秋
田
市
文
化
祭
開

会
行
事
に
お
い
て
、行
わ
れ
ま
す
。功
労
者
及
び
奨
励
者

の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

■
功
労
者
表
彰
受
賞
対
象
者�

▽
市
内
に
お
い
て
芸
術
文
化
活
動
を
行
い
、か
つ
、市
内

に
居
住
、若
し
く
は
勤
務
す
る
方�

▽
市
内
の
芸
術
文
化
団
体
に
所
属
す
る
方
及
び
市
内
の

芸
術
文
化
団
体
、又
は
市
出
身
者
で
、芸
術
文
化
活
動
に

長
年
携
わ
り
、地
域
の
文
化
向
上
に
貢
献
し
、著
し
い
功

労
が
合
っ
た
方�

▽
当
市
の
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
し
、か
つ
、指
導
を
通

じ
て
教
育
文
化
の
向
上
発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が
卓
抜

で
あ
っ
た
方�

�

■
奨
励
賞
表
彰
受
賞
対
象
者�

▽
市
内
に
お
い
て
芸
術
文
化
活
動
を
行
い
、か
つ
、市
内

に
居
住
、若
し
く
は
勤
務
す
る
方�

▽
市
内
の
芸
術
文
化
団
体
に
所
属
す
る
方
及
び
市
内
の

芸
術
文
化
団
体
、又
は
市
出
身
者
で
、秋
田
県
美
術
展
覧

会
で
入
賞
し
た
方
。さ
き
が
け
文
学
賞
の
入
選
者�

▽
短
歌
、俳
句
、川
柳
、詩
等
の
秋
田
の
文
芸
入
選
者
。そ

の
他
、優
れ
た
業
績
を
収
め
た
者
及
び
団
体�

�

　
各
賞
の
受
賞
候
補
者
を
推
薦
さ
れ
る
方
は
、10
月
10

日
ま
で
に
所
定
の
推
薦
書
を
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
推
薦
書
は
、生
涯

学
習
課
に
あ
り
ま
す
）�

�

■
推
薦
書
提
出
先
・
お
問
合
せ�

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

　
　
a

62-

６
６
１
８
　
　
63-

２
６
７
８�

�

INFORMATION

　
平
成
１９
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
が
、次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。開
会
式
で
は
、

「
奥
森
吉
讃
歌
」の
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
す
。�

■
会
期
＝
１１
月
２
日
〜
４
日

■
展
示
会
場
＝
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
（
阿
仁
公
民
館
）・
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー

■
演
示
会
場
＝

市
文
化
会
館
ホ

ー
ル
�

※
開
会
式
＝
１１

月
２
日
（
午
前

９
時
３０
分
〜
）�

19年度�

北秋田市文化祭�
会期：11月２日－４日�
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技
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
魅
了

〜
第
５
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

　
「
第
５
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
」

が
９
月
２
日
、
綴
子
・
大
太
鼓
の
館
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
開
か
れ
、
大
勢
の
太
鼓
フ
ァ
ン
ら
が
迫
力
あ

る
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
観
光
協
会
や
綴
子
上
町
・
下

町
大
太
鼓
保
存
会
な
ど
各
太
鼓
団
体
で
組
織
す
る
「
北

秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
祭
り
実
行
委
員
会
」
が
主
催
。

今
年
は
市
内
か
ら
８
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
午
後
に
な
っ
て
か
ら
小
雨
が
ぱ
ら

つ
い
た
た
め
、
開
演
時
間
を
少
し
繰
り
上
げ
て
開
演
。

開
会
式
に
先
立
ち
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
初
の
綴
子
下

町
大
太
鼓
保
存
会
が
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
登
場
し
、

大
太
鼓
２
張
り
の
演
奏
と
ス
テ
ー
ジ
せ
ま
し
と
舞

う
３
匹
の
獅
子
踊
り
で
、
会
場
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。�

　
開
会
式
で
は
、
織
山
盛
二
実
行
委
員
長
が
、
「
こ

の
日
の
た
め
に
各
団
体
と
も
練
習
を
重
ね
て
き
た
。

ぜ
ひ
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
こ
の
後
、
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
を
母
体

と
す
る
「
ふ
る
さ
と
子
ど
も
太
鼓
」
、
阿
仁
吉
田

地
区
に
あ
る
史
跡
「
風
張
城
址
」
に
因
み
、
演
奏

曲
も
武
士
の
生
き
様
や
戦
い
の
激
し
さ
を
表
現
す

る
「
阿
仁
吉
田
か
ざ
は
り
太
鼓
」
、
会
場
の
見
物

客
も
参
加
で
き
た
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
に
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
新
し
い
太
鼓
の
形
式
「
ド
ラ

ム
サ
ー
ク
ル
」
な
ど
が
出
演
し
、
会
場
と
一
体
と
な
っ

て
太
鼓
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
も
、
綴
子
大
太
鼓
保
存
会
、
鷹
巣
ば
や

し
普
及
会
、
婦
団
連
た
か
の
す
ふ
る
さ
と
太
鼓
な

ど
が
次
々
に
登
場
し
、
力
強
い
演
奏
と
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
、
観
衆
は
初
秋
の
一
日
を
太
鼓
尽

く
し
で
楽
し
み
ま
し
た
。�

技
術
訓
練
の
成
果
を
競
う

　
日
本
警
察
犬
協
会
秋
田
県
支
部
主
催
の
「
奥
羽
日

本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
」
が
９
月
２
日
、
北
欧

の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
、県
内
外
か
ら
１
５
１
匹
の
犬

と
パ
ー
ト
ナ
ー
が
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 �

　
競
技
は
、
警
察
犬
訓
練
施
設
な
ど
の
訓
練
資
格
を

持
つ
プ
ロ
と
、
一
般
愛
犬
家
の
ア
マ
に
分
か
れ
、
パ

ー
ト
ナ
ー
の
指
示
に
従
い
障
害
物
越
え
や
指
示
さ
れ

た
物
を
拾
う
「
服
従
」
、
特
定
の
人
物
の
匂
い
を
嗅

ぎ
分
け
る
「
選
別
」
「
追
求
」
「
襲
撃
」
「
警
戒
」

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
21
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 �

　
秋
田
県
警
で
は
、
年
に
１
回
警
察
犬
を
決
め
る
審

査
会
が
開
催
さ
れ
、
合
格
し
た
犬
は
嘱
託
警
察
犬
と

し
て
、
犯
罪
者
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。 �

〜
奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会▲パートナーの指示に従い指定した物を拾う警察犬

▲綴子上・下大太鼓保存会が４張りの太鼓を合同演奏

▲中高生主体の阿仁吉田かざはり太鼓
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▲沿道の声援を受けながら力走する選手たち

〜
米
内
沢
高
校
　
清
掃
登
山

　
米
内
沢
高
校
（
校
長
・
石
田
孝
雄
）
の
第
43
回
全

校
森
吉
清
掃
登
山
が
８
月
31
日
に
行
わ
れ
、
生
徒
・

職
員
・
保
護
者
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
、
国
体

縦
走
競
技
コ
ー
ス
な
ど
の
清
掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 �

　
清
掃
登
山
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
校

長
が
「
昭
和
40
年
か
ら
始
ま
っ
て
今
年
で
43
回
目
を

数
え
る
。
あ
い
に
く
の
雨
で
頂
上
へ
は
行
か
な
い
が
、

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
コ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
是
非
体

験
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 �

　
そ
の
後
、
出
発
し
た
生
徒
達
は
各
々
の
ペ
ー
ス
で

登
山
し
、
一
部
国
体
コ
ー
ス
を
通
っ
て
目
的
地
に
到

着
し
、
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。�

　
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
森
吉
山
の
保
全
と

美
化
に
努
め
ま
し
た
。 �

山
岳
縦
走
コ
ー
ス
を
清
掃

▲雨の中、清掃場所まで登山する米高生

美
し
い
北
秋
田
を
国
体
で
Ｐ
Ｒ

　
国
体
で
北
秋
田
市
を
訪
れ
る
方
を
美
し
い
自
然
、

き
れ
い
な
街
で
歓
迎
し
よ
う
と
、
北
秋
田
地
域
不
法

投
棄
一
掃
地
域
協
議
会
が
、
８
月
30
日
に
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
行
政
関
係
者
の
ほ
か
、
県
産
業
廃
棄

物
協
会
県
北
支
部
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
40
人

が
参
加
し
て
、
阿
仁
前
田
地
区
、
七
日
市
地
区
、
阿

仁
伏
影
地
区
の
３
カ
所
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
家
電
機

器
や
タ
イ
ヤ
の
回
収
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。�

　
阿
仁
伏
影
地
区
の
休
耕
畑
で
は
、
回
収
さ
れ
た
タ

イ
ヤ
が
75
本
を
数
え
る
な
ど
、
悪
質
ぶ
り
に
参
加
者

か
ら
は
、
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
自
然
豊
か
な
美
し
い
北
秋
田
市
を
守
る
た
め
、
「
不

法
投
棄
根
絶
」
の
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。�

〜
不
法
投
棄
一
掃
大
作
戦

▲不法投棄されたタイヤなどを積み込む参加者

初
秋
の
森
吉
山
を
力
走

　
第
８
回
北
秋
田
市
長
杯
森
吉
山
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

大
会
が
８
月
26
日
、
市
道
荒
瀬
川
線
で
行
わ
れ
、
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
95
名
が
参
加
し
、
夏
場
の
練

習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。�

　
競
技
は
、
フ
リ
ー
走
法
で
、
小
学
４
〜
６
年
男
女

（
各
２
キ
ロ
）
、
中
学
男
子
５
キ
ロ
、
中
学
女
子
３

キ
ロ
、
高
校
男
子
10
キ
ロ
、
高
校
女
子
５
キ
ロ
の
10

種
目
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。�

　
各
種
目
と
も
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
へ
向
か
う
上

り
が
続
く
厳
し
い
コ
ー
ス
。
夏
場
の
練
習
で
日
焼
け

し
た
選
手
た
ち
は
、
そ
の
成
果
を
試
す
大
会
と
あ
っ

て
、
厳
し
い
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
、
沿
道
か
ら
の

声
援
を
受
け
、
懸
命
に
力
走
し
て
い
ま
し
た
。�

　
冬
本
番
へ
選
手
た
ち
の
挑
戦
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

〜
森
吉
山
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
大
会



石
と
の
違
い
や
ど
ん
な
祭
礼
を
行
っ
て
い

た
の
か
、な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
」と
説
明
。�

���

　
ま
た
、環
状
列
石
は
、20
万
㎡
の
広
さ
を

も
つ
遺
跡
全
体
の
北
側
の
一
部
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
も
謎
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
上
げ
、▽
こ
の
場
所
に
作
ら
れ
た
の

は
、北
側
に
見
え
る
白
神
山
地
や
天
体
の
運

行
な
ど
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
▽
な
ぜ
、石
を
遠
く
か
ら
運
ぶ
と
い

う
腹
の
足
し
に
な
ら
な
い
作
業
を
し
て
ま

で
列
石
を
つ
く
っ
た
の
か
、と
い
っ
た
疑
問

を
解
く
た
め
に
、遺
跡
北
側
の
眺
望
を
さ
え

ぎ
っ
て
い
る
杉
な
ど
の
立
木
を
伐
採
し
、白

神
山
地
や
田
代
岳
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に

遺
跡
の
見
学
会
に
は
、市
内
外
か
ら
約
40
人

ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
同
遺
跡
は
平
成
７
年
、大
館
能
代
空
港
の

ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査

で
発
見
さ
れ
、４
つ
の
環
状
列
石
や
配
石
遺

構
な
ど
、多
く
の
祭
り
・
祈
り
の
施
設
が
見

つ
か
り
、大
規
模
な
祭
礼
の
場
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
は
第
14
次
調
査
で
、４
つ
の
環
状

列
石
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
う
ち
、最
も
南
側
に

位
置
す
る
列
石
Ｄ
の
本
体
を
発
掘
し
て
い

ま
す
。�

　
ガ
イ
ド
を
務
め
た
市
教
委
の
担
当
者
は
、

列
石
Ｄ
に
つ
い
て
は
、直
径
36
ｍ
の
２
重
の

円
に
石
を
配
置
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
調
査
成
果
を
紹
介
し
、「
今

後
石
の
組
み
方
や
種
類
を
考
察
し
、他
の
列

���

　
見
学
会
は
、市
教
育
委
員
会
と
秋
田
県
埋

蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
の
合
同
開
催
。今
年
度
、

北
秋
田
市
内
で
は
伊
勢
堂
岱
遺
跡
、小
又
川

流
域
の
二
重
鳥
Ｂ
遺
跡
、森
吉
家
ノ
前
Ａ
遺

跡
、向
様
田
Ｄ
遺
跡
の
４
遺
跡
の
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
日
の
午
前
中
行
わ
れ
た
伊
勢
堂
岱

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
や
向
様
田
遺
跡
な
ど
北
秋
田

市
内
の
４
つ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
見
学
会
が
９

月
１
日
開
か
れ
、参
加
し
た
考
古
学
フ
ァ
ン
な

ど
が
北
秋
田
地
域
の
、い
に
し
え
の
文
化
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。�

市
内
４
遺
跡
発
掘
調
査
合
同
見
学
会�

市
内
外
か
ら
大
勢
の
考
古
学
・

歴
史
フ
ァ
ン
が
見
学
に�

縄
文
人
の
世
界
観
解
明
に
向

け
て
〜
伊
勢
堂
岱
遺
跡�

▲約40人が参加した伊勢堂岱遺跡の見学会。今年度の第14次調
査では、４つの環状列石Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄのうち、最も南側に位置す
る列石Ｄの本体を発掘調査が行われています。

　向様田Ｄ遺跡
　縄文時代晩期の遺跡。これまで約２０万

点の土器破片や２万点あまりの石器など、

大量の遺物が出土しています。

　右は出土した壷型土器、注口

土器の一部。表面の一部に

赤い塗料が残っているも

のもあります

▼

鳥
の
頭
部
を
模
し
た
土
器
の
一
部

（
二
重
鳥
Ｂ
遺
跡
出
土
）

遺
跡
巡
り
、

遺
跡
巡
り
、い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
に
想
い
は
せ
る

い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
に
想
い
は
せ
る�

遺
跡
巡
り
、

遺
跡
巡
り
、い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
に
想
い
は
せ
る

い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
に
想
い
は
せ
る�

遺
跡
巡
り
、い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
に
想
い
は
せ
る�

ふ
た
え
ど
り�

む
か
い
さ
ま
だ�
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者
は
、当
時
の
暮
ら
し
の
中
で
実
際
に
使
わ

れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
遺
物
に
見
入
り
な
が
ら
、

い
に
し
え
の
人
々
の
生
活
を
思
い
浮
か
べ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。�

��

跡
を
巡
り
ま
し
た
。こ
の
う
ち
県
教
委
が
調

査
主
体
と
な
っ
て
い
る
森
吉
家
ノ
前
Ａ
遺

跡
は
、す
ぐ
そ
ば
に
旧
森
吉
小
学
校
や
郵
便

局
が
あ
っ
た
場
所
で
、縄
文
時
代
前
期
か
ら

鎌
倉
・
戦
国
時
代
に
か
け
て
集
落
が
営
ま
れ

て
い
た
遺
跡
。こ
こ
か
ら
は
、鎌
倉
時
代
か

ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
跡

な
ど
が
い
く
つ
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
建
物
跡
群
の
近
く
に
は
、南
北
に
連
な
っ

て
10
基
の
井
戸
跡
が
発
掘
さ
れ
、井
戸
跡
か

ら
は
、子
ど
も
の
下
駄
一
足
分
な
ど
も
出
土

し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、こ
こ
で
見
つ
か

っ
た
宋
銭
や
明
銭
な
ど
の
貨
幣
、戦
国
時
代

頃
の
銅
鏡
な
ど
も
現
場
に
展
示
さ
れ
、参
加

す
る
こ
と
で
、「
こ
の
場
所
に
遺
跡
を
造
っ

た
縄
文
人
の
世
界
観
を
知
る
手
が
か
り
と

し
た
い
」な
ど
と
、調
査
の
目
的
や
整
備
計

画
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

���

　
午
後
か
ら
は
、森
吉
山
ダ
ム
建
設
で
ダ
ム

の
底
に
沈
む
小
又
川
流
域
の
３
遺
跡
の
見

学
会
。ダ
ム
地
内
に
は
、61
カ
所
の
遺
跡
が

地
下
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。県
及
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、ダ
ム

完
成
に
よ
り
水
没
す
る
遺
跡
に
つ
い
て
平

成
７
年
か
ら
調
査
を
開
始
、こ
れ
ま
で
に
51

カ
所
の
遺
跡
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
約
60
人
ほ
ど
の
参
加
者
は
、阿
仁
前
田
・

四
季
美
館
前
か
ら
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
遺

こ
れ
ま
で
51
カ
所
を
調
査
〜

森
吉
山
ダ
ム
関
連
遺
跡�

10
基
の
井
戸
跡
、下
駄
な
ど
も

出
土
〜
森
吉
家
ノ
前
Ａ
遺
跡�

▼二重鳥Ｂ遺跡

　縄文時代前期・中期・後期・晩期（約5,000～

3,000年前）の遺跡。現在まで、竪穴住居跡14棟分、

フラスコ状土坑21基をはじめ配石遺構、土坑、

柱穴状ピット、土器埋設遺構などが見つかって

います。竪穴住居跡は、炉の跡や焼土（熱を受け

た痕跡のある土）遺構なども含めると30棟あま

りにのぼると考えられています。

　また遺物は、土器、石器のほか腕輪状土製品、

耳飾り、土偶などの土製品、石刀などの石製品

が見つかっています。

壁の深さが90cmと

比較的深い住居跡

壁の深さが90cmと

比較的深い住居跡

直径６.５cmの
見事な耳飾りも
直径６.５cmの
見事な耳飾りも

⇒�

▲森吉家ノ前Ａ遺跡�
　縄文時代ほか、鎌倉～戦国時代頃の遺
物が出土している遺跡です。場所は旧森
吉小学校のすぐそば。森吉集落が形成さ
れ始める頃の掘立柱建物跡群、大溝跡、
井戸跡など集落の一部なども検出され

ました

■写　真�
（上）東西に長い４間×９間の大型掘立
柱建物跡
（中）１０基見つかった井戸跡の一つ。木
枠で補強され、中には廃材や石、下駄や
箸など生活用品が投げ込まれているも
のもありました�
（下）その一部。左側に見える長さ１５
cmほどの子ども用の下駄は一
足分。数百年前、ここで遊
んでいた子どもの
姿が見えてきそう
です（保存のため、

水に浸されています）
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スポーツレクリエーション大会�

第
２
回
北
秋
田
市�

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

９
月
23
日
〜
10
月
28
日�

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
「
第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
参
加
希
望
者
・
チ
ー
ム
は
所
定
の
様
式

に
よ
り
各
競
技
団
体
に
直
接
申
込
み
く
だ

さ
い
。
開
催
要
項
と
申
込
用
紙
は
実
施
競

技
団
体
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
用
紙
は
、
鷹
巣
体
育
館
、
合
川
体
育

館
、
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
阿

仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。�

９月23日（日）

９月24日（月）

10月10日（水）

10月14日（日）

10月14日（日）

10月14日（日）

10月14日（日）

10月14日（日）

10月21日（日）

10月28日（日）

10月21日（日）

10月20日（土）

10月21日（日）

（９月14日）

（９月21日）

（10月５日）

（９月30日）

（10月９日）

（10月９日）

（10月１日）

 （10月10日）

（10月15日）

10月21日（日）
（10月10日）

（10月10日）

（10月15日）

開 会 式
競技開始

 9:30～
10:00～

開 会 式
競技開始

 7:55～
 8:00～

開 会 式
競技開始

 8:30～
 9:00～

開 会 式
競技開始

な　し
 9:00～

開 会 式
競技開始

 9:00～
 9:30～

開 会 式
競技開始

 9:00～
 9:20～

開 会 式
競技開始

 9:30～
10:00～

開 会 式
競技開始

 9:30～
10:00～

開 始 式
解散時間

 9:00～
15:30～

開 会 式
競技開始

 9:00～
10:00～

開 会 式
競技開始

 9:00～
 9:15～

開 会 式
競技開始

 9:00～
 9:30～

開 会 式
競技開始

未　定
未　定

開 会 式
競技開始

 9:00～
 9:15～

北欧の杜公園

大野台ゴルフ倶楽部

材木町ゲートボール場

中央公園野球場、森吉球場

森吉総合スポーツセンター

米内沢農村広場

空港ふれあい緑地

河川公園ソフトボール場外

森吉山

森吉総合スポーツセンター

七座健康増進センター

中央公園テニスコート

グ ラ ウ ン ド
ゴ ル フ

ゲートボール

陸 上 競 技
（駅伝大会）

ソフトボール

ゴ ル フ

硬 式 テ ニ ス

バドミントン

ユ ニ カ ー ル

ソフトテニス

ターゲットバード
ゴ ル フ

登 山

８ 人 制
バレーボール

佐藤博明 （自）78-2302

千葉昌弘 （職）63-1464

長岐耕三 （自）66-2825

種　　目
開催期日
（申込期限） （各協会担当者）

開始時間等
開催場所
お問合せ先

◇開催期日・会場地等一覧◇スポーツレクリエーション大会�
第２回

陸 上 競 技
（学童マラソン）

野 球
豊村美郎 （自）63-0819

空港ふれあい緑地テニスコート

三澤忠博 （職）62-1116

金沢聡志 （職）62-6629

奥田　稔 （自）73-2122

（９月20日） 吉岡清治 （自）62-9953

加賀谷昭一 （自）82-3085（10月15日）

平川義昭

（職）62-1116

北欧の杜公園

佐藤　要

（自）78-3297

野呂雅弘 （職）62-3800

戸嶋金弘 （自）62-2769

松岡繁広 （職）72-3113

◆参加申込
　参加希望者及び参加チームは、各競技所定の様式により期限までに各競技団体に直接お申し
込み下さい。
※開催要項と申込用紙は実施競技団体にご連絡下さい。
　なお申し込み用紙は、鷹巣体育館、合川体育館、森吉総合スポーツセンター、阿仁ふるさと
文化センター（公民館）にも備えてあります。
※ミニテニス、パークゴルフは終了しました。
※問合せは各協会の連絡先へ。不在等の場合はスポーツ振興課（62-3800）までご連絡ください。

◆主催　北秋田市　市体育協会　市教育委員会　市体育指導委員会（主管：各実施競技団体）
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市
特
産
品
追
加
募
集

第59回全国植樹祭�

　
市
で
は
、
昨
年
度
よ
り
北
秋
田
市
の
お
す
す
め

品
と
し
て
、
特
産
品
認
定
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
制
度
は
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
、
全
国
植
樹

祭
な
ど
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
、
市
内
の

事
業
者
が
生
産
す
る
物
産
を
推
奨
認
定
す
る
こ
と

に
よ
り
特
産
品
と
し
て
の
付
加
価
値
を
高
め
、
需

要
拡
大
と
品
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
知
名
度

ア
ッ
プ
と
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
�

　
昨
年
度
は
、
27
事
業
者
か
ら
75
点
の
申
請
が
あ

り
、
食
料
品
41
点
、
工
芸
品
４
点
の
計
45
品
目
を

推
奨
品
と
決
定
し
ま
し
た
。�

　
10
月
10
日
ま
で
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
10

月
17
日
の
審
査
会
を
経
て
、
10
月
27
日
、
28
日
に

鷹
巣
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
北
秋
田
市

産
業
祭
」
の
会
場
で
展
示
し
ま
す
。�

◎
申
込
み
・
問
合
せ�

　
　
市
産
業
部
商
工
観
光
課
　
a

62�
¦
6
6
3
9
�

�

　
保
険
料
の
納
付
は
年
�

金
給
付
を
受
け
る
た
め
�

に
も
大
変
重
要
で
す
。
�

　
納
め
忘
れ
て
か
ら
２
�

年
を
過
ぎ
る
と
納
付
で
�

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
�

ま
す
。
老
後
や
、
万
一
の
障
害
、
死
亡
と
い
っ
た

事
故
の
場
合
に
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
の
な

い
よ
う
、
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
�

■
保
険
料
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
�

　
各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
納
め
忘
れ
の
あ
る

方
に
対
し
て
、
電
話
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の

ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
ご
案
内
は
職
員
の
ほ
か
、

国
民
年
金
推
進
員
や
、
委
託
を
し
て
い
る
民
間
業

者
が
行
っ
て
お
り
、
夜
間
や
休
日
に
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
�

■
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た
め
に
は
・
・
・
�

　
保
険
料
の
納
付
は
、
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
�

■
収
入
が
少
な
く
納
付
が
困
難
な
場
合
は
・
・
・

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
々
１
万
４
１
０
０
円

で
す
が
、
離
職
な
ど
で
収
入
が
少
な
く
、
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
�

　
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
保
険
料
の
全
額
ま

た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
20
歳
代
の
方

で
納
付
が
困
難
な
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
も
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

◎
問
合
せ
　
保
険
課
窓
口
　
a

62�
¦
１
１
１
７
�

＝
推
奨
認
定
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
＝

国民年金マスコット
　　ハッピーちゃん　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
�

　
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
�

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
�

��

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止�

��

・
飲
酒
運
転
の
根
絶�

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
・

　
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

　
防
止�

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

　
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
の
正
し
い
着
用
の
徹
底�

�

　
こ
の
運
動
は
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
で
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
、

家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明

る
い
家
庭
を
築
く
に
は
、
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
、
「
交
通

安
全
は
家
庭
か
ら
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
家
庭
内
の
話
し
合

い
と
声
か
け
が
大
切
で
す
。�

　�

�

※
高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
歩
行

中
の
直
前
横
断
、
自
転
車
乗
用
中

の
安
全
不
確
認
、
一
時
不
停
止
な

ど
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
夕

暮
れ
時
や
夜
間
は
目
立
つ
色
の
服

装
と
、
靴
や
持
物
に
反
射
材
を
貼

っ
て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。�

※
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ラ
イ
ト
を
早

め
に
点
灯
し
、
夜
間
は
前
車
・
対

向
車
が
い
な
い
場
合
は
上
向
き
に

し
て
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
早
め

に
発
見
し
ま
し
ょ
う
。�

※
秋
田
県
は
助
手
席
と
後
部
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
が
低
下

し
て
い
ま
す
。
車
に
乗
っ
た
ら
全

員
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
確
実

に
着
用
し
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も

（
幼
児
）
に
は
体
格
に
合
わ
せ
た

チ
ャ
イ
ル
ド�

シ
ー
ト
を
着�

用
さ
せ
ま
し�

ょ
う
。�

運
動
の
基
本

運
動
の
重
点

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日
間

夕
暮
れ
が
早
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
の
ポ
イ
ン
ト
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■公民館�
中央公民館　　      a６２－１１３０

【ロビー展】　高鷹大学 写真クラブ�

10・13（土）「トライあんぐる」＝９:00～

12:00＝木工作品作り�

合川公民館　　      a７８－２１１４�

【ロビー展】　合川公民館主催講座紹介�

９・27（木）童謡を歌う会＝10:00～11:30�

森吉公民館　　      a７２－３２５９

９・21（金）国体山岳競技ボランティア

説明会＝13:00～16:00�

阿仁公民館　　      a８２－２２２０�

【ロビー展】　河井千代子パッチワーク展�

９・18（火）生き活き大学グランドゴル

フ＝10:00～12:00�

国民健康保険被保険者証の更新について国民健康保険被保険者証の更新について
10月１日から国保の被保険者証（保険証）が新しくなります

【有効期限について】

　被保険者証は毎年10月1日に更新していますが、平成20年4月から

各種制度改正があるため、保険証の有効期限が平成20年9月30日以前

となる場合があります。その主なものは下記のとおりです。�

①現在、老人保健受給者証の交付を受けている方、又は平成20年3月

　31日までに75歳になる方は？�

　「有効期限：平成20年3月31日」※平成20年4月1日より後期高齢者

医療制度へ移行。

②平成20年4月1日以降に75歳になる方は？�

　「有効期限：誕生日の前日」※誕生日より後期高齢者医療制度へ移行。

③平成20年3月31日までに75歳になる退職国保の方は？�

　「有効期限：誕生日の属する月の末日（1日生まれは前月の末日）」

　※75歳から老人保健受給者証の交付となるため、一般国保へ移行。

④平成20年3月31日現在、65歳以上の退職国保の方は？�

　「有効期限：平成20年3月31日」

　※国民健康保険法の改正により、一般国保へ移行。

⑤平成20年4月1日以降に65歳になる退職国保の方は？�

　「有効期限：誕生日の属する月の末日（1日生まれは前月の末日）」

　※国民健康保険法の改正により、一般国保へ移行。

●なお、有効期限切れ後の特別な届け出等は必要なく、新たに保険証

又は後期高齢者受給者証等が送付されます。

問合せ　保険課　　a６２－１１１７　合川支所　a７８－２１１３�

　　　　森吉支所　a７２－３１１５　阿仁支所　a８２－２１１３

一般（ラベンダー色）

退職（ネズミ色）

色は、一般がラベンダー色　退職がネズミ色　の２色です。

更新は郵送（９月末までに、世帯ごとにまとめて郵送）になります。�

【国保窓口からのお願い】�

保険証が届きましたら、まず内容・枚数（加入者）をご確認ください！

１．現在入院中あるいは通院中の方は、平成19年10月1日からの新しい保

　 険証を必ず保険医療機関等の窓口へ提示してください。�

２．老人保健の適用を受けている方は「国民健康保険高齢受給者証」又は「老人 

　 保健法医療受給者証」も一緒に保険医療機関等の窓口へ提示してください。�

３．古い保険証は、お手数でも必ず破棄してください。�

【資格異動手続き】

　社会保険への加入や転出など、国保資格の異動（脱退）手続きの際は、異動

する人の保険証を国保窓口へご持参ください。また、世帯主の変更や住所変

更の際は、国保に加入されている世帯全員の保険証をご持参ください。�

【学生の場合】�

　世帯に学生の方（住所が市外）がいる場合は、必ず在学証明書又は学生証

（有効期限があるものに限る）をご持参の上、保険課及び各支所の国保窓口

に申請してください。�

国保税を滞納している世帯には、短期保険証（有効期限６カ月）が交付され

ます。各支所で納税相談を受けていただいた上での窓口交付となります。

平成20年６月15日開催

第59回 全国植樹祭�

会　場
　北秋田市「北欧の杜公園」

テーマ「手をつなごう森と�
　　　　　水とわたしたち」�森

っ
ち

国民健康保険
被 保 険 者 証

氏　　名

生年月日

世帯主名

住　　所

交付年月日

保険者番号

有効期限

番　　号

性別

保険者名 ○○○市

資格取得年月日

国民健康保険
退職被保険者証

氏　　名

生年月日

世帯主名

住　　所

交付年月日

保険者番号

有効期限

番　　号

性別

保険者名 ○○○市

該当得年月日

北　秋　一　郎
昭和○○年○月○○日
北秋　太郎
秋田県北秋田市○○○

北　秋　太　郎
昭和○○年○月○○日
北秋　太郎

秋田県北秋田市○○○
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健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６�

�

■文化会館�
▼16（日）北秋田地区吹奏楽連盟合同演

奏会＝13:00～�

▼17（月）映画「ハリーポッターと不死

鳥の騎士団」＝13:00～＝　イナダフィ

ルムa018-839-1456�

▼21（金）ビハーラ公開講座＝19:00～＝無料�

▼23（日）森吉合唱祭＝12:30～＝　500円

▼24（月）映画「ポケットモンスター」「ワ

ンピース」＝①10:00～②13:30～＝　

秋田映画総合企画㈲a018-864-4797�

▼27（木）

　鷹巣中学校合唱コンクール＝14:00～�

▼30（日）鷹巣南中学校第２回定期演奏

会＝14:00～＝　無料�

■スポーツ�
▼９・15（土）～16（日）大館北秋田中学

校新人卓球大会＝鷹巣体育館／大館

北秋田新人三区野球大会＝中央公園

野球場／大館北秋田中学校新人バス

ケットボール大会＝合川体育館�

▼16（日）第29回会長杯争奪秋季ソフ

トボール大会＝河川緑地野球・ソフト

ボール場�

▼10・13（土）～14（日）第２回北秋田オ

ールスター・ベースボールトーナメ

ント＝中央公園野球場／大館・北秋

田ミニバスケットボール大会＝合川

体育館�

▼15（月）～19（金）北秋田市民（鷹巣地

区）バレーボール大会＝鷹巣体育館�

▼20（土）第２回北秋田市スポーツレク

リエーション大会８人制バレーボール

競技＝森吉スポセン�

▼21（日）第２回北秋田市スポーツレク

リエーション市民ソフトボール大会（壮

年男子選手権大会）＝河川緑地ソフト

ボール場・多目的広場�

問

―　健康づくり標語　―

「めざそう！元気がこだまし�
　　　　いきいき暮らせるまち」�

��

■
献
血
日
程�

９
月
21
日（
金
）　
全
血

▼
10
時
〜
13
時
20
分
＝
合
川
高
等
学
校�

▼
14
時
30
分
〜
16
時
30
分
＝
永
楽
苑�

10
月
３
日（
水
）　
全
血�

▼
10
時
〜
11
時
30
分
＝
北
秋
田
市
役
所�

▼
12
時
〜
13
時
＝
ジ
ー
エ
ム
ジ
ャ
パ
ン�

▼
14
時
10
分
〜
16
時
30
分
＝�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹
巣
町
商
工
会�

■
合
同
親
子
教
室「
に
じ
色
リ
ボ
ン
」

日
時
　
９
月
27
日（
木
）  �

            

10
時
20
分
〜
13
時�

場
所
　
空
港
ふ
れ
あ
い
緑
地
公
園
内�

　
　
　
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
�

対
象
　
未
入
園
時
と
保
護
者�

持
ち
物
　
昼
食
、飲
み
物
、�

　
　
　
　
着
替
え
、内
ズ
ッ
ク

参
加
費
　
子
ど
も
一
人
　
２
０
０
円�

交
通
手
段
　
各
地
区
よ
り
バ
ス
が
出
ま

す
。申
込
み
の
際
時
間
を
確
認
く
だ
さ
い

自
家
用
車
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

締
　
切
　
９
月
21
日（
金)

ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

日
時
　
10
月
４
日（
木
）  �

           

　
　 

13
時
〜
13
時
30
分�

場
所
　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
�

持
参
　
母
子
健
康
手
帳
、予
診
票�

■
母
子
健
康
手
帳
交
付（
10
月
）�

時
間
　
9
時
30
分
〜
12
時�

日
程
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
15
日
・
22
日�

　
森
吉
支
所
　
　
９
日
・
16
日
・
23
日�

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
10
日
・
17
日
・
24
日
　�

　
阿
仁
支
所
　
　
11
日
・
18
日
・
25
日�

※
記
入
用
紙
が
あ
り
手
続
き
終
了
ま
で

30
〜
40
分
か
か
り
ま
す
。余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
下
さ
い
。

■
北
欧
の
杜
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時
　
10
月
11
日（
木
）  �

　
　
　
９
時
30
分
〜
12
時（
受
付
９
時
〜
）�

場
所
　
北
欧
の
杜
公
園�

コ
ー
ス
　
レ
ギ
ュ
ラ
ー（
２
・
５
㎞
）�

　
　
　
　
ロ
ン
グ
　
　（
５
㎞
）�

持
参
　
昼
食
、飲
み
物
、雨
具�

締
切
　
10
月
４
日（
木
）�

■
高
齢
者
相
互
援
助
ホ
ー
ム�

　「
あ
に
福
寿
荘
」入
居
者
募
集�

　
冬
の
間
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高

齢
者
の
方
を
対
象
に
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。�

対
象
　
市
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方

費
用
　
１
日
単
身
５
０
０
円�

　
　
２
人
７
０
０
円
　
光
熱
水
費
実
費�

期
間
　
10
月
〜
平
成
20
年
３
月�

※
家
具
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
等
一
部
備
え

付
け
有
り�

問
合
せ
　
市
高
齢
者
支
援
課�

　
　
　
　
　
　
a

62-
１
１
１
２�

■
森
吉
山
四
季
の
詩
写
真
展

日
時
　
９
月
28
日（
金
）〜
10
月
10
日（
水
）  �

場
所
　
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
２
階�

問
合
せ
　
富
樫�

　
　
　
a

０
１
８
６-

42-

７
１
９
４�

�

金 　 と も み
加 賀 ゆ う や
渡 部 あ ら た
藤 田 み る る �
藤本しょうた
高橋りょうた�
奥 山 よ う た
三 上 ゆ う き
三 浦 わ か な
神 成 さ や

問

問

料

料

向 本 城
中 道 岱
伊 勢 ノ 森
大 岱 �
長 野 岱
上 杉 �
新 屋 布
米内沢駅前
根 森 田
浦 田

■むし歯のない子（３歳児健診）�
� ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん

ちゃん

ちゃん�

ちゃん

ちゃん
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■
第
２
回
中
華
料
理
講
習
会

　
久
田
大
吉
先
生
を
招
い
て
、「
山
芋
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。�

日
　
時
　
10
月
９
日（
火
）�

　
　
①
10
時
〜
13
時 

②
14
時
〜
17
時�

場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
調
理
室�

参
加
費
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
、レ
シ
ピ
込
）�

持
　
参
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具
等�

定
　
員
　
各
24
名（
男
性
大
歓
迎
）�

締
　
切
　
10
月
５
日（
金
）�

問
合
せ
　
ま
な
び
の
推
進
協
議
会�

　
　
　
　
a
67-

６
２
４
３�

■
講
話「
地
産
地
消
を
盛
り
込
ん

だ
食
材
の
生
か
し
方
」

日
　
時
　
10
月
９
日（
火
）18
時
〜
19
時

講
　
師
　
久
田
　
大
吉
　
氏�

場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
大
会
議
室�

問
合
せ
　
ま
な
び
の
推
進
協
議
会�

　
　
　
　
a
67-

６
２
４
３�

れ
期
限
及
び
支
給
申
請
期
限
に
ご
注
意

の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ

　
市
商
工
観
光
課
　
a
62-

６
６
３
９�

■
パ
ソ
コ
ン
・�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
科
講
習

日
　
時
　
10
月
15
日（
月
）〜
26
日（
金
）�

　
　
　
　
９
時
〜
16
時�

場
　
所
　
北
秋
田
市
内�

内
　
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
役
割
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等�

対
象
者
　
電
話
応
対
業
務
、コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
就
職
を
希
望
す
る
方�

定
　
員
　
15
名�

受
講
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）�

締
　
切
　
９
月
28
日（
金
）�

問
合
せ
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校�

　
　
　
　
　
a
62-
１
６
２
６�

　
稲
わ
ら
焼
き
を
行
っ
た
場
合
は
、氏

名
公
表
も
含
め
た
厳
重
な
措
置
が
と
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。特
に
、今
年
は

秋
田
わ
か
杉
国
体
も
開
催
さ
れ
、他
県

か
ら
も
選
手
・
関
係
者
が
多
数
訪
れ
る

こ
と
か
ら
、イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
な
る

稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
は
絶
対
に
止
め

ま
し
ょ
う
。�

問
合
せ
　
市
農
林
課
　
a
62-

６
６
３
８

■
地
域
創
業
助
成
金
終
了�

　
地
域
創
業
助
成
金
は
、地
域
貢
献
事
業

を
行
う
法
人
を
設
立
又
は
個
人
事
業
を

開
業
し
、65
歳
未
満
の
非
自
発
的
離
職
者

を
１
人
以
上
含
む
２
人
以
上
の
常
用
労

働
者
及
び
短
期
間
労
働
者
を
雇
用
し
た

場
合
に
、新
規
創
業
に
係
る
経
費
及
び
労

働
者
の
雇
入
れ
に
つ
い
て
支
援
す
る
助

成
金
で
す
が
、平
成
20
年
３
月
31
日
で
事

業
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、創
業
・
雇
入

��

■
市
産
業
祭�

　
　
出
展
・
出
店
業
者
募
集

　
市
産
業
祭
が
10
月
27
日
〜
28
日
に
鷹

巣
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。期
間
中

の
出
展
・
出
店
業
者
を
募
集
し
ま
す
。            

問
合
せ

　
鷹
巣
町
商
工
会
　
　
a
62-

１
８
５
０�

　
合
川
町
商
工
会
　
　
a
78-

２
３
４
６�

　
阿
仁
森
吉
商
工
会
　
a
72-

３
１
４
９�

■
稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
禁
止

　
稲
わ
ら
焼
き
は
秋
田
県
公
害
防
止
条

例
で
10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の

期
間
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
稲
わ
ら
焼
き
の
煙
は
、視
界
不
良
に

よ
る
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
、目
や

ノ
ド
を
痛
め
、体
の
弱
い
方
や
病
気
の

方
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

■次世代育成支援対策地域行動計画�
　事業評価調書閲覧できます�

　市における少子化対策については、
北秋田市次世代育成支援対策地域行
動計画に基づき事業が計画的に推進
されております。本事業については、
毎年事業評価を行い、これを住民に
公表することになっています。�
　市では次世代育成支援対策地域協
議会委員（20人）の方々に事業評価を
お願いしております。公表については、
昨年同様、市のホームページに掲載
しながら、本庁及び各支所において
事業評価調書を閲覧できます。なお、
閲覧期間は特定しておりませんが開
庁時間内に閲覧願います。�
閲覧場所�
　本庁舎　福祉事務所　福祉課�
　各支所　市民福祉課�
問合せ　市福祉事務所　福祉課�
　　　　a６２－１１１３�

市民プールからのお知らせ�市民プールからのお知らせ�
　秋田内陸縦貫鉄道㈱では、10月１
日より、「北秋田市市民プール使用料
割引券付往復割引乗車券」（湯けむり
クーポン）を発売します。内陸線乗車
運動の一環として、北秋田市民プー
ル利用の際は是非ご利用ください。�
　なお、これまで運行しておりまし
た無料送迎バスは９月24日（月）をも
ちまして終了いたします。�
プール料金�
�
�
�
�
�
トレーニングルーム料金
�
�
�
※内陸線の乗車券は片道料金で往復
利用できます。�
問合せ　市民プールa６２－５００１�

割引料金�
７０円�

１４０円�
２１０円�
３５０円�

正規料金�
１００円�
２００円�
３００円�
５００円�

�
小学生�
中学生�
高校生�
一　般�

割引料金�
７０円�

１４０円�

正規料金�
１００円�
２００円�

�
高校生�
一　般�

お
知
ら
せ�
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�

■
県
立
大
学
公
開
講
演
会

日
　
時
　
10
月
14
日（
日
）�

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分�

場
　
所
　
秋
田
県
立
大
学
講
堂（
秋
田
市
）�

講
　
師
　
東
海
大
学
教
育
開
発
研
究
所
長�

　
　
　
　
教
授
　
秋
山
　
仁
　
氏�

演
　
題
　「
創
意
と
工
夫
で
心
豊
か
な
生

活
を
！
〜
元
気
が
出
る
数
学
ば
な
し
」�

入
場
料
　
無
料�

問
合
せ
　
秋
田
県
立
大
学�

　
　
　
a
０
１
８-

８
７
２-

１
５
２
２�

■
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
の
義
務
化

 

事
業
主
の
方
は
、外
国
人
労
働
者
の
雇
入

れ
又
は
離
職
の
際
に
、当
該
外
国
人
労
働

者
の
氏
名
、在
留
資
格
、在
留
期
限
等
に
つ

い
て
確
認
し
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。�

問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣�

　
　
　
　
　
a
60-

１
５
８
６�

��

■
甲
種
防
火
管
理
者
講
習

期
　
間
　
11
月
１
日（
木
）〜
２
日（
金
）�

場
　
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

受
講
料
　
４
０
０
０
円�

申
込
期
間
　

　
　
９
月
18
日（
火
）〜
10
月
12
日（
金
）�

問
合
せ
　

　
市
消
防
本
部
　
a
62-

１
１
１
９�

■
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決

 

「
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
と
違
う
」「
詳
し

く
説
明
し
て
く
れ
な
い
」「
職
員
に
い
や
な

こ
と
を
言
わ
れ
た
」な
ど
不
満
や
要
望
を
、

利
用
し
て
い
る
事
業
所
の
担
当
者
に
話
し

に
く
い
場
合
や
話
し
合
っ
て
も
な
か
な
か

解
決
し
な
い
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
　
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
a
０
１
８-

８
６
４-

２
７
２
６�

■秋田県立鷹巣高等学校�
　創立40周年記念行事「芸術鑑賞会」�
演目　スペシャル・チャイニーズ・アク  

　　　ロバット「ＤＲＡＧＯＮⅡ－龍」�

日時　９月28日（金） 13:30～15:10�

場所　北秋田市文化会館�

料金　無料（一般の方もご覧になれます）�

問合せ　鷹巣高校　a６２－１０１１�

�市営住宅入居者募集�

胡桃館団地････綴子字胡桃館２

　簡易耐火２階建３ＬＤＫ�

　風呂釜・浴槽なし�

　月額　17,700円～29,300円�

　※家賃は入居世帯の人員、所得等に

　　より変動します�

　※単身入居はできません　�

敷　　金　家賃の３ヵ月分�

募集期間　９月18日（火）～27日（木）�

問合せ　都市計画課　a６２－６６４１�

今年も始まります！ 国民健康保険助成事業

インフルエンザ予防接種の費用を一部助成します�インフルエンザ予防接種の費用を一部助成します�
助成対象者　64歳以下の北秋田市国民健康保険加入者（擬制世帯主除く）�

　　　　　　※北秋田市高齢者インフルエンザ予防接種対象者を除く�

助成期間　　10月15日～平成20年１月31日（※医療機関により接種開始日が異なりますので、実施医療機関にご確認ください）�

助成金額　　１回１,５００円（接種金額が1,500円未満の場合はその実費額）�
            　　※医師の指示により、接種を２回に分けて行った場合は、それぞれに助成。�

申請手続き　接種時に医療機関に備え付けの申請書に必要事項を記入し、実施医療機関に提出。�

　　　　　　※後日の申請の場合は該当になりません。　　必要なもの　北秋田市国民健康保険証�

その他　　　接種料金から助成金額を差し引いた金額を医療機関にお支払いください。�

お
知
ら
せ�

実施医療機関 電話番号

北秋中央病院

鷹巣病院

うえだクリニック

遠藤クリニック

近藤医院

佐々木産婦人科医院

佐藤外科消化器科医院

たかのす今村クリニック

たむら内科クリニック

津谷内科

a 62-1455

a 62-1210

a 60-1055

a 63-0515

a 62-1155

a 63-0105

a 62-1420

a 62-5655

a 63-2700

a 62-2261

実施医療機関 電話番号

としま医院

奈良医院

藤原医院

毛利整形外科クリニック

盛岡外科医院

国民健康保険合川診療所

疋田外科内科医院

公立米内沢総合病院

市立阿仁病院

a 62-1267

a 62-1146

a 62-2882

a 69-5300

a 62-1101

a 78-3161

a 78-3338

a 72-4501

a 82-2351

問合せ 市保険課 �
    a62－1118�
　　　または各医療機関まで�
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クウインス森吉 利用時間変更�

お
知
ら
せ�

　９月30日（日）・10月１日（月）は、国体関
係者の入浴の及び休憩のため、午後１時～４
時まで全館貸切とさせて頂きます。�
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。�

��

■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
８
月
》�

　
慶
弔
費
７
万
円（
３
件
）▽
会
費
３
万

８
５
０
０
円（
７
件
）▽
合
計
10
万
８
５

０
０
円（
10
件
）�

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

■
入
札
結
果
の
公
表《
８
月
》�

　
　
　《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》�

　
御
蔵
線
舗
装
維
持
工
事
▽
２
５
６
万

２
０
０
０
円
▽
㈱
上
杉
組
／
鷹
巣
体
育

館
場
内
整
備
工
事
▽
９
３
９
万
７
５
０

０
円
▽
佐
藤
建
設
㈱
北
秋
田
営
業
所
／

平
成
19
年
度
戸
鳥
内
地
区
防
火
水
槽
設

置
工
事
▽
３
９
５
万
８
５
０
０
円
▽
㈲

鈴
謙
／
面
整
備
工
事（
阿
仁
合
処
理
区

そ
の
２
）▽
２
４
６
２
万
２
５
０
０
円

▽
㈱
松
岡
組
／
面
整
備
工
事（
鷹
巣
処

理
区
そ
の
５
）▽
５
１
８
７
万
円
▽
㈱

津
谷
組
／
面
整
備
工
事（
鷹
巣
処
理
区

そ
の
４
）▽
６
１
８
４
万
５
０
０
０
円

▽
㈲
丸
栄
建
設
／
鷹
巣
プ
ー
ル
解
体
工

事
▽
１
４
９
１
万
円
▽
朝
日
・
成
田
特

定
建
設
共
同
企
業
体
／
地
方
道
路
交
付

金
事
業
市
道
平
里
線
道
路
改
良
工
事（
平

里
線
道
路
工
）▽
１
２
４
３
万
２
０
０

０
円
▽
㈱
藤
島
組
／
舗
装
復
旧
工
事（
合

川
処
理
区
）▽
６
５
６
万
２
５
０
０
円

▽
㈱
佐
藤
庫
組
／
舗
装
復
旧
工
事（
鷹

巣
処
理
区
そ
の
１
）▽
２
４
０
４
万
５

０
０
０
円
▽
佐
藤
建
設
㈱
北
秋
田
営
業

所
／
平
里
地
区
配
水
管
移
設
工
事
▽
１

３
６
５
万
円
▽
日
通
プ
ロ
パ
ン
鷹
巣
販

売
㈲
／
平
里
橋（
旧
橋
）撤
去
に
伴
う
汚

水
管
移
設
工
事
▽
８
１
９
万
円
▽
池
田

建
設
㈱
／
面
整
備
工
事（
阿
仁
合
処
理

区
そ
の
１
）▽
１
３
１
７
万
７
５
０
０

円
▽
㈱
上
杉
組
／
面
整
備
工
事（
鷹
巣

処
理
区
そ
の
３
）▽
１
９
１
１
万
円
▽

㈲
長
岐
建
設
／
面
整
備
工
事（
鷹
巣
処

理
区
そ
の
11
）▽
７
２
４
万
５
０
０
０

円
▽
㈱
大
川
建
設
／
面
整
備
工
事（
米

内
沢
処
理
区
そ
の
２
）▽
４
１
３
７
万

円
▽
秋
田
土
建
㈱
／
面
整
備
工
事（
米

内
沢
処
理
区
そ
の
１
）▽
４
３
１
５
万

５
０
０
０
円
▽
㈱
藤
島
組
／
市
道
大
野

台
幹
線
改
良
に
伴
う
水
道
管
移
設
工
事

▽
４
７
２
万
５
０
０
０
円
▽
㈲
宗
和�

秋のクリーンアップ�
�

�

就業構造基本調査�を実施します

　全国から抽出され
た約45万世帯の15歳
以上の方々を対象に、
ふだん何か収入にな
る仕事をしているか
どうかや就業に関す
る希望などについて
調査します。�

　調査結果からは、若者、高齢者や女性の多
様化する就業状況や産業構造の変化に伴う
雇用流動化の実態など就業に関する詳しい
状況が明らかになり、国や秋田県、北秋田市
の雇用政策や経済政策などの各種行政施策
を立案する際の基礎資料となります。�
調査の対象となる世帯には、９月下旬から調査員が伺
い調査票の記入をお願いしますので、ご協力ください。
問合せ　市広報情報課　a６２－６６０８�

  例年10月末に実施しておりましたが、今年は「国体」が開

催されますので、１ケ月早めの実施とします。国体期間中、

北秋田市を訪れる方が美しい自然やきれいな街に感動して

いただけるよう、一人でも多くの方をお誘い合わせのうえ、

クリーンアップの実施にご理解・ご協力をお願いします。

９月23日（日）早朝１時間�

�

※詳細につきましては、自治会の回覧板を参考にしてください。
※実施日時は、地区によって異なる場合がありますので、事前
　に地区の自治会長などにご確認ください。

実 施 場 所

道路・河川・林野の清掃美化、公園、墓地、公共広場等

問合せ　市民生活部生活環境課　a６２－１１１０

　　　　合川支所　市民福祉課　a７８－２１１３

　　　　森吉支所　市民福祉課　a７２－３１１５

　　　　阿仁支所　市民福祉課　a８２－２１１３

皆さんが納めた大切な税金です！
不法投棄されたごみを処理する費用も

一般のお客様のご利用時間

午前の部　10時～12時まで

午後の部　17時～21時まで

　なお、10月３日（水）は休館日となりま
す。お間違いのないようお願いいたします。�
問合せ　クウインス森吉　a６０－７０００�

�
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（診療時間 午後６：３０～９：００）

日
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

電話番号
72－4501
62－1146
60－1055
62－1400
62－1420
78－3161
62－2261
63－0105
62－1101
62－1267
78－3338
62－1155
63－0515
63－2700
62－2882

医 療 機 関 名
公立米内沢総合病院
奈 良 医 院
うえだクリニック
石川耳鼻咽喉科医院
佐藤外科消化器科医院
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
と し ま 医 院
疋田外科内科医院
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
藤 原 医 院

■次の事項をご確認ください�

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する

方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け

る場合は、診療に応じかねます。▼往診はして

いません。年齢・病気の病状にかかわらず事前

に当番医に電話等でご相談ください。�

夜間当番医（　）日程表�夜間�
診療�

税の納期限

人口と世帯数�

※８月31日現在住民基本台帳による

総人口　39,355人（65人減）

　男　　18,591人（20人減）

　女　　20,764人（45人減）

　出生　16人　転入　50人

　死亡　52人　転出　79人

世帯数  14,788世帯（8世帯減）
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10月１日まで�

固 定 資 産 税

国民健康保険税
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鷹巣図書館の開館時間について
図書館の開館時間の延長は９月までです。�

10月からは通常通り9:00～17:00となります。�
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〔プレイガイド〕

■開場　18：00～�
■開演　18：30～�
■入場料金�
一　般2,000円（当日2,500円）�
中高生1,000円（当日同金額）�
※全席自由�
前売りで座席数完売の場合
は当日券は販売しません。
電話での申し込みは受け付
けません。�

会場　北秋田市文化会館�
　　　　　　　a62－3311

市文化会館、市中央公民館、北秋協販、日活書店、いとく鷹
巣南店、森吉コミュニティセンター、福助堂、大川教材社、
ひまわりの家、阿仁公民館、合川公民館、大館市民文化会館、
能代市文化会館、ウイング�

■炬火採火式　�
開会式８：30　道の駅あに�
　阿仁マタギ伝統の「山達の
儀式」を執り行い、リレーが

スタートします。

し
ょ
う
ぶ
園

阿仁
スキー場★阿

仁
支
所

●

●

１
０
５
号

●会場／森吉山「阿仁スキー場」～森吉山
●ゴンドラ運行時間／9:00～16:00※
　（上り乗車最終15:00／下り乗車最終15:30）
●ゴンドラ料金 

阿仁のゴンドラで行く�

の森吉山鑑賞�

●レストラン営業時間／9:00～16:00
●お問い合わせ　　　
　◇阿仁スキー場　　　　　a82-3311
　◇市観光案内所四季美館　a75-3188 

※天候により
時間の変更、運
転休止の場合
があります

案内図

●登山のできる服装でお越しください

片 道
往 復
往復（団体A）
往復（団体B）�
宿泊パック�

1,200円
1,800円
1,650円
1,500円
1,500円

500円
800円
750円
700円
700円

大　人区　分 小学生 備　考

1 5 名以上�
3 1名以上�
市宿泊者限定�

〈運行期間〉�

【９月の�
土・日・祝祭日】�

【10/1～28】�
及び�(水)

９�
19/

(日)

10
14/

炬火採火式・炬火リレー�
に行こう�
�

炬火採火式・炬火リレー�
に行こう�
�

三澤勝弘
　フラメンコの誘い
三澤勝弘
　フラメンコの誘い

平成19年度市文化会館自主公演事業

　松葉町出身のフラメンコギタリスト三澤勝弘氏、夫人でフラ
メンコ歌手の三澤敦子氏、加藤直敬、またフラメンコダンサー
のわりさわ憂羅などフラメンコ界を代表するアーティストが出
演するコンサート。大館ERINAフラメンコ同好会も出演。

■大会旗・炬火リレー　�
※前号と一部時間が変更となりました　

採火・出発式�

�

�

激励式

激励式

激励式

昼食地

歓迎式

道の駅あに「マタギの里」

幸屋渡駐在所

伝承館前

阿仁支所

長野町停留所前  　 

森吉支所 

浜辺の歌音楽館 

合川支所

ＪＡあきた北央

北秋田市役所

市交流センター

�

9:20�

9:43�

9:48�

9:58�

11:35

11:51

12:04

12:16

13:15

13:40�

9:10

9:25

9:46

9:51

10:03

11:40

11:54

12:09

13:00

13:30

13:43

北秋田市＆ドラムサークルファシリテーター協会合同企画

ドラムサークルジャンボリー�
in北秋田市�
ドラムサークルジャンボリー�
in北秋田市�




クリスティーン�
（音楽療法士）

ペッカー�
（パーカッショニスト）

飯田　和子
（音楽教育者）

クリスティーン�
（音楽療法士）

ペッカー�
（パーカッショニスト）

飯田　和子
（音楽教育者）

■開催場所　12日妖精の森、13日太平湖、打当温泉、

　　　　　　14日北欧の杜　※参加希望の方は宿泊となります�

■申込期限　９月28日　�

プログラム等の問い合わせ　商工観光課　a６２－６６３９６２－６６３９�

　　　�

�

�

　雄大な自然の中で「ジャンベ・リズム」�
　　　　　　　　　　　を楽しみませんか？�
■場所・時間　県立北欧の杜公園　午後１時�

■参加費　無料　（経験問わず。初心者大歓迎）�

問い合わせ　市文化会館　a６２－３３１１６２－３３１１�

■開催場所　12日妖精の森、13日太平湖、打当温泉、

　　　　　　14日北欧の杜　※参加希望の方は宿泊となります�

■申込期限　９月28日　�

プログラム等の問い合わせ　商工観光課　a６２－６６３９�

　　　�

�

�

　雄大な自然の中で「ジャンベ・リズム」�
　　　　　　　　　　　を楽しみませんか？�
■場所・時間　県立北欧の杜公園　午後１時�

■参加費　無料　（経験問わず。初心者大歓迎）�

問い合わせ　市文化会館　a６２－３３１１�

ドラムサークルin�
　　　　 北欧の杜�
ドラムサークルin�
　　　　 北欧の杜�
ドラムサークルin�
　　　　 北欧の杜�

10月12～14日の３日間�

10月14日�

大会炬火名は「阿仁マタギの火」�

出発地・中継地 到 着 出 発 備　　考

北秋田市�
文化会館自主事業�
北秋田市�
文化会館自主事業�
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